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バイオマスとは
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出典：バイオマスの活用をめぐる現況（農林水産省食料産業局、平成29年10月公表）



我が国における主なバイオマス関連施策等の経緯

3出典：バイオマスの活用をめぐる現況（農林水産省食料産業局、平成29年10月公表）



バイオマスの利用拡大
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出典：バイオマスの活用をめぐる現況（農林水産省食料産業局、平成29年10月公表）



森林・林業基本計画での国産材利用の目標値
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出典：森林・林業基本計画（平成28年5月24日 閣議決定）



再生可能エネルギーの固定買取制度（Feed in Tariff）
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出典：バイオマスの活用をめぐる現況（農林水産省食料産業局、平成29年10月公表）



バイオマス発電の導入状況

7出典：バイオマスの活用をめぐる現況（農林水産省食料産業局、平成29年10月公表）



固定価格買取制度を活用したバイオマス発電の導入状況

8出典：バイオマスの活用をめぐる現況（農林水産省食料産業局、平成29年10月公表）



エネルギーミックスの実現と国民負担の抑制
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出典：改正FIT法に関する直前説明会資料（資源エネルギー庁、平成29年２月）



出典） オーストリア政府資料
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出典：Basic Data Bioenergy（Austrian Energy Agency, 2012）



出典） オーストリア政府資料
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出典：Basic Data Bioenergy（Austrian Energy Agency, 2012）
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木質バイオマスエネルギー利用フロー（オーストリアの例）



製材用国産丸太 （20.3)

燃料用国産丸太 （6.6)

合計 (41.5)
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木質バイオマス（エネルギー用）
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オーストリアにおける木材供給と需要（2009)
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輸入製材品等 (4.7)

残渣等(1.6)

（Austria2012 Basic Data Bioenergyに基づき作図）



用途 木質バイオマス需要
( x 万m3, 丸太換算)

需要比率（％）

熱電併給施設 770 33.6

大型ボイラー（出力1MW以上） 170 7.4

小型ボイラー（出力1ＭＷ以下） 570 24.9

ストーブ等 780 34.1

合計 2,290 100.0

（Austria2012 Basic Data Bioenergyに基づき作表）

オーストリアにおける木質バイオマスのエネルギー用途
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我が国におけるバイオマスの熱利用の普及拡大の方針
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出典：バイオマス活用推進基本計画（平成2８年９月16日 閣議決定）より抜粋



現在、我が国では、木質バイオマスの大部分は
大型バイオマス発電に利用されていますが、果たして、
これ以上の拡大は持続可能なのでしょうか。

一方、オーストリアなどの欧州の森林資源国では、
家庭や地域での熱利用を中心とした木質バイオマスの
利活用がすでに大きく事業展開しています。

今後、我が国でも、家庭や地域の熱利用を中心に
木質バイオマスの利活用を推進していくことが、
将来に向けたFITからの脱却、地域の自活度の向上、
地域社会や地域経済の振興に重要と考えます。
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目指すべきは森林資源の循環利用による持続的社会の構築
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平成28年度 森林・林業白書（林野庁、平成29年５月公表）


